
空手道専門分科会企画 
 

テーマ「中学武道必修化」および「空手道と健康」 
 
日時：平成 27 年 9 月 10 日（木）13：30―15：30 
場所：日本体育大学 世田谷キャンパス 教育研究棟 2 階 1202 教室 
 

講師：嘉手苅 徹（琉球大学非常勤講師） 
「沖縄県における中学校武道の空手道採用状況について 
―近代沖縄の学校教育への空手導入を手がかりに―」   
 
沖縄県では、中学校の空手道授業実施校は 127 校、約 83％であった（2014 年公

益財団法人全日本空手道連盟調べ、『あゆみ』vol.11，2015，１月号）。全国平均で

は 2％に満たない中で、どうしてこのような高い採用率となっているのだろうか。

この理由を明らかにするには、近代沖縄における空手発祥の歴史的背景と経過を踏

まえて、学校教育への導入と地域行事等との結びつきにその手がかりがあると考え

られる。 
 

 
講師：豊嶋 建広（麗澤大学） 
「空手道と健康 

―認知症予防としての中高年のための空手道―」 
 

高齢社会を迎えて、現在認知症の高齢者は約 460 万人、その予備軍は 400 万人と

言われている（H25 厚生労働省平成 24 年 8 月 24 日発表資料）。そして、有酸素運

動（『認知症疾患治療ガイド 2010』）や知的活動・余暇活動を行う人の認知症発生率

が低いことがわかっている。そこで、空手道の型を有酸素運動および知的活動とし

て行うことで、認知症予防につながらないかを検討する。 






